
科目名 信号処理 (Signal Processing)

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数

後期 45 時間

担　当　教　員 【常勤】　准教授　江原　史朗

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

信号のフーリエスペクトル解析、ディジタル信号処理システムに関する基礎的な知識を修得し、信号の
周波数解析やシステム解析ができるようになることを目標とする。
１．たたみ込み演算によって線形時不変システムの出力を計算できる。
２．フーリエ変換、離散フーリエ変換、z変換の基本的な計算ができる。
３．離散時間システム、相関関数、パワースペクトルの推定の基本事項が説明できる。

第5学年 制御情報工学科 学修 1 単位 選択 講義

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

たたみ込み演算によって
線形時不変システムの
出力が求められることに
ついて詳細に説明でき
る。

線形時不変システムに
ついて説明でき、たたみ
込み演算によってシステ
ムの出力を計算できる

たたみ込み演算によって
線形時不変システムの
出力を計算できる

たたみ込み演算の計算
ができない

到達目標
②

さまざまな信号について
フーリエ変換、離散フー
リエ変換、z変換の計算
ができる

教科書に掲載されてい
る複雑なフーリエ変換、
離散フーリエ変換、z変
換の計算ができる

教科書に掲載されてい
る基本的なフーリエ変
換、離散フーリエ変換、z
変換の計算ができる

フーリエ変換、離散フー
リエ変換、z変換の計算
ができない

到達目標
③

離散時間システム、相関
関数、パワースペクトル
の推定について詳細に
説明できるとともに、さま
ざまな問題に応用できる

離散時間システム、相関
関数、パワースペクトル
の推定について説明で
きるとともに、その応用
例も説明できる

離散時間システム、相関
関数、パワースペクトル
の推定の基本事項が説
明できる

離散時間システム、相関
関数、パワースペクトル
の推定について説明で
きない

学習・教育到達目標 (B) ① JABEE基準１（２） (c)

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

総合評価割合 40 40 20 100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

○ ○ ○

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

○ ○ ○

汎用的技能
【論理的思考力】

◎ ◎ ○

態度・志向性(人間力)
【　　】

総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】



関　連　科　目　、　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 応用数学、計測工学I、II

教科書 基本を学ぶ信号処理（オーム社）

補助教材等 応用数学（大日本図書）

学　習　上　の　留　意　点

テキストの1～3、5、7、9、11章を学習する。
前半のフーリエ級数、フーリエ変換は4年次の応用数学で学習した内容なので復習しておくことが望ましい。
テキスト章末に演習問題が多く掲載されているので、各自で取り組むこと。演習問題の範囲からレポートを課す。
後半のデジタル信号処理の部分は、コンピュータを用いてサンプルプログラムを実行し理解を深める。

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

フーリエ解析、フーリエ変換の知識は、通信工学、計測工学の基礎となる重要な分野である。
フーリエ変換の結果（周波数領域）と元信号（時間領域）との関係を理解し、フーリエ変換はどういった操作を行うものか、理
解してほしい。
システムの周波数特性や、たたみ込み演算によって出力を計算する考え方については、システム開発の基本となるため、
しっかり理解してほしい。
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授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

ガイダンス
信号処理の目的

予習としてテキスト1章を
読んでおく

・授業の進め方、評価方法について説明できる
・信号処理の目的について説明できる
・標本化、量子化について説明できる

・代表的な連続時間信号，離散時間信号について
説明できる
・オイラーの公式について説明できる

連続時間信号のフーリエ解析 ・スペクトルについて説明できる
・フーリエ級数の計算ができる

予習としてテキスト第3章
を読んでおく

連続時間信号のフーリエ解析 ・フーリエ変換の計算ができる
・フーリエ級数とフーリエ変換の性質について説明
できる

課題として演習問題を課
す

基本的信号 予習としてテキスト2章を
読んでおく

システム・たたみ込み ・線形時不変システムについて説明できる
・たたみ込みの計算ができる

課題として演習問題を課
す

z変換 予習としてテキスト7章を
読んでおく

離散フーリエ変換 ・離散フーリエ変換の計算ができる 予習としてテキスト第5章
を読んでおく

DFTの性質 ・DFTの性質について説明できる 課題として演習問題を課
す

中　間　試　験

・z変換、逆z変換の計算ができる

・z変換の性質について説明できる

IIRシステム ・IIRシステムについて説明できる 課題として演習問題を課
す

相関関数、ウィーナー・ヒンチンの定理 ・相関関数について説明できる
・ウィーナー・ヒンチンの定理について説明できる

予習としてテキスト11章を
読んでおく

z変換の性質 課題として演習問題を課
す

離散時間システム，FIRシステム ・システムの周波数特性について説明できる
・FIRシステムについて説明できる

予習としてテキスト9章を
読んでおく

総　学　習　時　間　数 45 時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　義 30 時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自学自習 15 時間

パワースペクトルの推定 ・パワースペクトルの推定方法について説明できる 課題として演習問題を課
す

期　末　試　験

答案返却・解答解説
授業改善アンケートの実施

・試験問題の解説を通じて間違った箇所を理解で
きる


